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女
性
参
画
の
促
進
は
、

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き

活
動
分
野

　

冒
頭
、
西
原
議
長
が
金
属

労
協
本
部
を
代
表
し
て
挨
拶

に
立
ち
、「
女
性
参
画
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
は
、
社
会

的
運
動
体
と
し
て
の
労
働
組

合
に
と
っ
て
致
命
的
な
問
題

で
あ
り
、
金
属
労
協
と
し
て

も
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
活
動
分
野

で
す
。
金
属
労
協
は
、
2
0
1
0
年
6

月
に
『
女
性
参
画
中
期
目
標
・
行
動
計
画
』

を
策
定
し
、
金
属
労
協
全
体
の
女
性
組
合

員
比
率
12
・
6
％
に
応
じ
た
女
性
参
画

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
2
0
1
2

年
6
月
に
誕
生
し
た
新
Ｇ
Ｕ
Ｆ
『
イ
ン
ダ

2
0
1
3
年
女
性
交
流
集
会
報
告

—

金
属
産
業
で
女
性
が
い
き
い
き
と
働
き
続
け
る
た
め
に 

—

議
長
挨
拶

事
例
報
告
１

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
版

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン

　

1
9
8
6
年
４
月
の
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
施
行
を
機
に
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の

労
使
そ
れ
ぞ
れ
が
、
女
性
が
働
き
続
け
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
の
研
究
を
開
始
し
ま
し

た
。
1
9
9
9
年
に
は
、
会
社
と
し
て
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
し
、「
多
様
性
推
進
本
部
」
が

経
営
戦
略
と
し
て
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
版
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
４
つ
の
施
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

第
１
に
、
意
欲
あ
る
女
性
を
積
極
的

職
場
に
お
け
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ・ア
ク
シ
ョ
ン（
女
性
の
活
躍
推
進
）

久
野
須
賀
子
　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
労
連
中
央
執
行
委
員

に
登
用
す
る
た
め
、
数
値
目
標
の
設
定
や

女
性
社
員
育
成
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
し

た
。
人
事
部
門
が
女
性
社
員
３
カ
年
育
成

計
画
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、
多
様
性
推

進
本
部
が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
紹
介
し
て
男

女
双
方
の
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
意

識
向
上
、
風
土
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
い

ス
ト
リ
オ
ー
ル
』
は
、
執
行
委
員
や
大
会

代
議
員
の
３
割
を
女
性
と
す
る
と
と
も

に
、
定
期
的
な
女
性
の
会
議
の
開
催
を
決

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
も
、
金
属
労
協
全
体
の
女
性
参
画
の

底
上
げ
を
図
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

金
属
労
協（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）は
、
2
0
1
3
年
４
月
13
日（
土
）、「
金
属
産
業
で
女
性
が
い
き
い
き
と
働
き
続
け
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に

2
0
1
3
年
女
性
交
流
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
４
回
目
と
な
る
女
性
交
流
集
会
に
は
加
盟
産
別
・
単
組
か
ら
約
48
名
の
女
性
リ
ー

ダ
ー
が
参
加
し
、「
職
場
に
お
け
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」、「
組
合
活
動
へ
の
女
性
参
画
」

の
３
つ
の
先
進
事
例
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
討
論
方
式
で
紹
介
を
受
け
た
後
、
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
事
例
報
告
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

西原金属労協議長

久野須賀子氏
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う
サ
イ
ク
ル
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

２
つ
め
は
、
職
場
の
上
司
・
管
理
職
の

意
識
啓
発
で
す
。
管
理
職
向
け
に
女
性

社
員
育
成
に
向
け
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
妊

娠
・
育
児
中
の
部
下
育
成
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
全
管
理

職
を
対
象
に
イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
研
修
を
行
い
、
理
解
度
確
認
テ
ス
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

３
つ
め
の
施
策
は
、
事
業
・
経
営
に
対

す
る
視
野
・
識
見
の
拡
大
と
意
欲
の
向
上

で
す
。
本
部
レ
ベ
ル
で
は
、
若
手
・
中
堅
・

経
営
幹
部
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
女
性
を

対
象
に
研
修
会
の
実
施
な
ど
、
事
業
所
レ

ベ
ル
で
は
、
技
術
職
や
製
造
職
の
女
性
の

交
流
会
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多

様
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
つ
め
と
し
て
、
能
力
を
発
揮
し
や
す

い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
ワ
ー
ク
＆
ラ

イ
フ
・
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
育
児
・
介
護
休
業
制
度
、

休
業
復
帰
後
の
柔
軟
な
勤
務
制
度
、
不
妊

治
療
の
た
め
の
休
暇
制
度
、
育
児
・
介
護

の
た
め
の
多
目
的
休
暇
な
ど
の
休
業
・
勤

務
制
度
を
充
実
さ
せ
、
併
せ
て
、
情
報
提

供
や
上
司
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

サ
ポ
ー
ト
、
事
業
場
内
保
育
施
設
の
設
置

や
育
児
施
設
利
用
補
助
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
全
社
３
万
人
を
対
象

に
在
宅
勤
務
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
活
躍
状
況

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
女
性

幹
部
社
員
が
2
0
0
0
年
24
人
か
ら
2
 

0
1
2
年
3
2
3
人
に
拡
大
し
、
係
長
ク

ラ
ス
以
上
が
7
2
6
人
か
ら
2
4
4
6
人

に
拡
大
す
る
な
ど
、
女
性
管
理
職
は
大
幅

に
増
え
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
と

い
え
ま
す
。
ま
た
、
女
性
管
理
職
は
、
間

接
部
門
に
多
い
こ
と
や
、
技
術
部
門
で
は

開
発
で
な
く
研
究
に
多
い
こ
と
な
ど
、
部

署
に
偏
り
が
見
ら
れ
ま
す
。
環
境
・
風
土

の
課
題
も
根
強
く
あ
り
ま
す
。

女
性
が
活
躍
す
る
社
会
を

め
ざ
す
に
は

　

企
業
・
組
織
で
の
女
性
活
躍
社
会
を
め

ざ
す
に
は
、
ま
ず
は
自
分
の
マ
イ
ン
ド
づ

く
り
が
大
切
で
す
。
冷
め
る
こ
と
の
な
い

熱
意
と
直
感
的
論
理
思
考
、
組
織
へ
の
貢

献
と
味
方
づ
く
り
、
目
標
と
感
謝
、
蔭
に

な
っ
た
り
日
向
に
な
っ
た
り
、
本
当
の
優

し
さ
と
配
慮
、
犠
牲
を
恐
れ
な
い
・
勇
気

を
持
つ
こ
と
、
の
6
つ
が
重
要
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
私
自
身
、
自
分
が
切
り
拓
か

ね
ば
と
い
う
使
命
感
を
持
っ
て
や
っ
て
き

ま
し
た
。
自
分
に
負
け
な
い
気
持
ち
と
と

も
に
、
周
囲
の
協
力
を
い
た
だ
け
た
こ
と

が
続
け
る
力
に
な
り
ま
し
た
。

事
例
報
告
2

人
事
制
度
の
３
つ
の
原
則

　

本
田
の
人
事
制
度
は
、「
主
体
性
の
尊

重
の
原
則
」「
公
平
の
原
則
」「
相
互
信
頼

の
原
則
」と
い
う
３
つ
の
原
則
に
基
づ
き
、

多
様
な
働
き
方
や
制
度
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。
共
働
き
世
帯
の
増
加
や
高
齢
社

会
の
進
展
に
伴
い
、
出
産
や
育
児
・
介
護

を
担
い
な
が
ら
仕
事
に
取
り
組
む
従
業

員
も
増
え
て
い
ま
す
。

出
産
・
育
児
・
介
護
の

サ
ポ
ー
ト
制
度

　

出
産
・
育
児
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
制
度

で
は
、
育
児
休
職
と
育
児
の
た
め
の
短
時

間
勤
務
は
、
３
歳
直
後
の
４
月
末
ま
で
の

間
、
時
間
外
勤
務
な
ど
の
免
除
・
制
限
、

職
場
に
お
け
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ・ア
ク
シ
ョ
ン（
女
性
の
活
躍
推
進
）

芳
賀
剛
志
　
本
田
技
研
労
働
組
合
副
書
記
長

子
の
看
護
休
暇
は
、
小
学
校
就
学
前
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。
育
児
の
た
め
の
短
時
間

勤
務
は
、
製
造
ラ
イ
ン
で
は
選
択
肢
が
４

時
間
の
み
で
す
が
、
そ
の
他
は
７
時
間
か

ら
４
時
間
の
範
囲
で
、
１
時
間
単
位
で
選

択
で
き
ま
す
。
子
の
看
護
休
暇
は
、
１
日

単
位
ま
た
は
時
間
単
位
で
の
申
請
が
可
能

で
あ
り
、
子
が
１
人
の
場
合
は
５
日
、
２

人
以
上
の
場
合
は
10
日
が
限
度
と
な
り
ま

す
が
、
年
５
日
ま
で
は
有
給
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
祝
日
が
稼
働
日
と
な
る
場
合

は
、
事
業
所
の
近
く
に
臨
時
の
一
時
保
育

施
設
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

介
護
の
サ
ポ
ー
ト
制
度
は
、
介
護
の
開

始
か
ら
終
了
ま
で
の
間
、
時
間
外
勤
務
な

ど
の
制
限
、
介
護
休
暇
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
短
時
間
勤
務
、
介
護
休
職

は
、
最
長
２
年
間
利
用
で
き
ま
す
。
介
護

と
配
偶
者
の
海
外
転
勤
に
よ
る
退
職
の
場

合
は
、
再
入
社
チ
ャ
レ
ン
ジ
登
録
制
度
を

活
用
で
き
ま
す
。

年
休
カ
ッ
ト
ゼ
ロ
の
達
成

　

年
休
カ
ッ
ト
ゼ
ロ
を
全
社
で
達
成
し

て
、
25
年
経
ち
ま
す
。
完
全
週
休
２
日
制

芳賀剛志氏
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導
入
時
に
、
所
定
労
働
時
間
を
短
縮
す
る

と
年
次
有
給
休
暇
が
取
得
し
難
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
あ
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
取
り
組
み
は
じ
め
、
現
在
に

至
る
ま
で
継
続
し
て
い
ま
す
。
年
次
有
給

休
暇
を
20
日
取
得
す
れ
ば
、
８
％
が
休
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
前
提
と
し
た

工
程
管
理
、
人
員
配
置
を
し
て
お
り
、
休

む
の
が
当
た
り
前
の
風
土
が
で
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
製
造
現
場
に
短
時
間
勤
務
を

導
入
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

労
働
時
間
管
理
の
徹
底

　

労
働
時
間
管
理
は
、
数
字
で
目
立
っ
た

成
果
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
労
使
折
衝
、

協
議
、
通
知
な
ど
の
場
で
、
職
場
ご
と
に

勤
怠
管
理
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
ま
す
。

残
業
時
間
が
オ
ー
バ
ー
す
る
と
き
は
、
理

由
や
必
要
性
に
つ
い
て
、
課
長
と
し
っ
か

り
話
し
合
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
れ
が
業
務

効
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
遅
く
ま
で
い
る
人
が
偉
い
と
い
う
こ

と
は
な
く
、
早
く
帰
る
こ
と
が
違
和
感
な

く
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

事
例
報
告
3

女
性
委
員
会
の
設
立

　

ク
ボ
タ
労
連
は
、
11
単
組
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
事
業
所
・
工
場
ご
と
に
独
立
し

た
労
働
組
合
に
な
っ
て
い
ま
す
。
単
組
の

執
行
委
員
長
が
労
連
の
中
央
執
行
委
員

を
兼
ね
て
お
り
、
単
組
の
副
執
行
委
員
長

が
中
央
委
員
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
組

織
構
造
的
に
女
性
が
中
央
委
員
会
や
中

央
労
使
委
員
会
な
ど
の
決
議
機
関
や
労

使
協
議
の
場
に
出
る
こ
と
が
非
常
に
難
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ク
ボ
タ
労
連
で
は
、
2
0
0
1
年
の
運

動
方
針
で
、
初
め
て
男
女
共
同
参
画
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
委
員
会

を
発
足
さ
せ
、
諮
問
機
関
と
し
て
の
組
織

づ
く
り
を
行
う
と
同
時
に
、
女
性
委
員
会

を
設
立
し
、
意
思
決
定
機
関
に
女
性
の
意

見
を
反
映
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま

し
た
。
女
性
委
員
会
は
、
各
事
業
所
を
代

表
す
る
女
性
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

男
性
の
参
加
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

女
性
委
員
会
の
活
動

　

設
立
当
初
、
女
性
委
員
会
で
は
、
セ
ク

組
合
活
動
へ
の
女
性
参
画

秋
元
み
ゆ
き
　
ク
ボ
タ
労
連
東
京
本
社
労
働
組
合
執
行
委
員
長

ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
の
た
め
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
実
施
や
、
事
業
所
の
ロ
ー
カ

ル
・
ル
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
女
性
に
関

す
る
労
働
協
約
の
Ｑ
＆
Ａ
集
を
作
成
す
る

な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
は
、

加
え
て
、
会
社
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進

室
と
の
意
見
交
流
や
、
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
へ
の
提
言
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
委
員
会
の
設
立
に

よ
っ
て
、
中
央
労
使
課
題
に
関
し
て
、
女

性
の
意
見
を
直
接
執
行
部
に
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

女
性
委
員
会
が

女
性
役
員
育
成
の
場
に

　

女
性
委
員
会
は
女
性
役
員
の
育
成
に

不
可
欠
な
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ク
ボ

タ
労
連
で
は
、
少
し
ず
つ
女
性
参
画
が
前

進
し
て
い
ま
す
が
、
大
会
の
代
議
員
や
中

央
委
員
に
女
性
が
少
な
い
な
ど
の
課
題
も

抱
え
て
い
ま
す
。
女
性
委
員
会
は
、
そ
の

活
動
を
通
じ
て
見
識
を
深
め
る
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
同
じ
経
験
を

分
か
ち
合
え
る
仲
間
が
身
近
に
い
る
こ
と

が
執
行
委
員
に
な
る
こ
と
の
心
理
的
な
ハ

ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
工
場
系
労
組
で
は
、
作
業

長
ク
ラ
ス
が
職
場
委
員
、
職
長
ク
ラ
ス
を

執
行
委
員
に
選
出
す
る
こ
と
が
一
般
的
で

し
た
が
、
女
性
委
員
会
で
の
経
験
が
単
組

で
も
認
め
ら
れ
、
工
場
系
の
２
単
組
で
女

性
執
行
委
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

女
性
参
画
の
た
め
に
、

今
で
き
る
こ
と

　

女
性
参
画
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と

を
い
く
つ
か
挙
げ
ま
す
。
私
は
、
以
前
い

た
会
社
に
労
働
組
合
が
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
組
合
に
参
加
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

を
実
感
で
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
産
別
の
女
性
組
織
で
リ
ー
ダ

ー
的
役
割
を
担
っ
た
経
験
は
、
貴
重
で
楽

し
い
も
の
で
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
を
周

囲
に
伝
え
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
最
近
感

じ
て
い
ま
す
。
女
性
が
働
き
続
け
る
上
で

感
じ
て
い
る
不
安
や
疑
問
を
率
直
に
話
し 秋元みゆき氏
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合
う
こ
と
の
で
き
る
場
を
つ
く
る
こ
と
も

重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
産
別
方
針
、
自
治

体
の
認
定
制
度
、
組
織
ト
ッ
プ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
な
ど
の
外
圧
を
用
意
す
る
こ
と
も
有

効
だ
と
思
い
ま
す
。

　

女
性
が
男
性
と
同
じ
時
間
軸
で
働
く
こ

と
は
不
可
能
で
す
。
人
材
育
成
時
期
が
女

性
の
出
産
適
齢
期
に
あ
た
る
な
ど
女
性
の

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
課
題
か
ら
逃
げ
て
い
る
と
労
働
組
合

の
存
在
意
義
が
薄
れ
る
と
感
じ
ま
す
。
単

組
の
委
員
長
と
い
う
リ
ス
ク
か
ら
逃
げ
る

こ
と
が
許
さ
れ
な
い
立
場
に
な
っ
た
か
ら

こ
そ
、
色
々
な
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、
リ
ス

ク
を
取
り
に
行
く
勇
気
を
持
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、「
女
性
が
い

き
い
き
と
働
き
続
け
る
た
め
に
解
消
す
べ

き
課
題
」
と
し
て
、「
女
性
管
理
職
、
組

合
役
員
は
、
独
身
か
子
ど
も
が
い
な
い
人

が
多
い
」「
身
近
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
い

な
い
」「
制
度
が
充
実
し
て
も
、
使
い
に

く
い
雰
囲
気
が
あ
る
」
な
ど
の
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
課
題
の
解
決
策
と
し
て
、「
職

場
の
風
土
が
大
切
」「
男
女
と
も
に
意
識

改
革
が
必
要
」「
強
制
的
に
女
性
割
合
を

決
め
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
」「
男
性
、

管
理
職
の
長
時
間
労
働
を
是
正
し
て
、
男

女
と
も
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

を
進
め
る
」「
自
ら
が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に

な
る
」「
組
合
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で

組
合
活
動
を
変
え
て
い
く
」「
ま
ず
は
仲

間
づ
く
り
か
ら
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
対
し
て

は
、
西
原
議
長
よ
り
、「
今
日
い

た
だ
い
た
意
見
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
る
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。

労
働
組
合
自
身
も
変
え
る
べ
き

こ
と
は
変
え
な
け
れ
ば
、
持
続
性
が
断
ち

切
ら
れ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。」
と

の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
ま
し
た
。

　

集
会
の
最
後
は
、
若
松
金
属
労
協
事
務

局
長
か
ら「
超
少
子
高
齢
化
社
会
で
あ
り
、

労
働
力
と
し
て
も
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

た
め
に
も
、
女
性
の
活
躍
、
多
様
性
を
推

進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
ら
が
先

駆
者
と
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。」
と
の
挨
拶
で
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

上・中：8グループに分かれ活発に意見交換したグループワーク
下：グループワーク報告

終了後、参加者全員で記念撮影

若松事務局長


